
横
浜
、

八
王
子
、

鎌
倉
に

徴
兵
署
と
検
査
場
が
、

一

八
七
八（
明
治
十
一

）年
に
は
、

横
浜
、

藤
沢
、

八
王
子
、

小
田
原
に

も
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
、

一

日
な
い

し
二
日
間
、

戸
長
や
徴
兵
議
員
な
ど
が
詰
め
て
、

検
査
を
受
け
る
青
年
た
ち
と
同
様
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で

検
査
の

成
り
行
き
を
見
守
っ

て
い

た
。

彼
ら
に

と
っ

て

も
、

徴
兵
使
に
よ
る
徴
兵
検
査
は
、

下
検
査
の

精
粗
や
免
役
理
由
書
の

作
成
な
ど
の

徴
兵
事
務
を
監
査
さ
れ
る
こ

と
で

も

あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

一

八
七
九
年
十
月
に

は
下
検
査
に

県
官
を
派
遣
す
る
こ

と
を
廃
止
し
た
（『
神
奈
川
県
史
料
』
第
一

巻
、

『
神
奈
川
県
布
達
』
一

八

七
八
年
二
月
一

日
、

『
神
奈
川
県
郡
宛
達
』
一

八
七
九
年
十
月
十
日
〈
山
口

家
文
書
〉）。

ふ
え
る
徴
兵
忌
避

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
四
月
九
日
、

神
奈
川
県
権
令
野
村
靖
は
、

旧
足
柄
県
域
を
除
い

た
各
大
区
へ

つ

ぎ
の

よ

う
な
達

を
出
し
て
い

る
。

「
別
紙
島
村
為
二

郎
外
九
十
八
人
本
年
徴
兵
検
査
ノ

際
逃
亡
或
ハ

病
気
事
故
等
ヲ

以
テ
不
参
候
ニ

付
来
明
治
十
二

年
へ

差
廻
シ

可
遂
検
査
旨
其
筋
ヨ

リ
達
有
之
候
条

其
父
兄
へ

豫
テ

可
達
置
此
旨
相
達
候
事
」（『
神
奈
川
県
布
達
』
一

八
七
八
年
四
月
九
日

）。

徴
兵
令
に

反
対
す
る
農
民
一

揆
が
、

武
力
で

鎮
圧
さ
れ
て
か
ら
は
、

こ

れ
ま
で

よ
り
も
免
役
規
定
を
利
用
し
た
徴
兵
忌
避
の

動
き
が
全
国
各
地
で

活
発
と
な
っ

て
い

た
。

県
権
令
野
村
靖
名
の
こ

の

「
県
達
」
が

物
語
っ

て
い

る
よ
う
に
、

逃
亡
な
ど
に
よ
る
徴
兵
忌
避
の

動
向
は
、

県
当
局
の

懸
命

な
監
督
指
導
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

い

っ

こ

う
に

減
る
き
ざ
し
は
見
え
な
か
っ

た
の
で

あ
る
。

そ
れ
ど
こ

ろ
か
、

免
役
規
定
の

抜
け
道
を
と
ら
え
た
徴

兵
忌
避
は
か
え
っ

て

燃
え
ひ
ろ
が
っ

て
い

た
。

国
民
皆
兵
の

原
則
と
い

っ

て

も
、

実
際
に

常
備
兵
と
し
て

徴
兵
さ
れ
た
も
の

は
、

ご
く
少
数
で

あ
っ

た
。

こ

れ
は
免
役
が
多
か
っ

た
た
め

と
、

猶

予
、

除
役
、

落
籖
、

不
合
格
、

逃
亡
、

そ
し
て

補
充
兵
に

ま
わ
さ
れ
る
も
の

が
い

た
た
め

な
ど
で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
の

壮
丁
者
総
数
に

対
す
る
常

備
兵
の

割
合
は
、

第
十
二

表
に

よ
る
と
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
が
、

壮
丁
者
総
数
五
千
七
百
三
十
六
人
の

と
こ

ろ
四
百
十
八

人
の

七
・

二
八

㌫
で
、

一

番
高
い
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
で

さ
え
、

七
千
百
二
十
六
人
の

う
ち
六
百
五
人
と
、

八
・

四
九
㌫
に

し

か

す
ぎ
な
い
。

ピ
ー
ク

の
一
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八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
を
境
に

減
少
し
、

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
か
ら
一

八

九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
ま
で

は
、

一

年
に

平
均
四
・

六
六
㌫
に

す
ぎ
な
い
。

人

口
に

対
す
る
壮
丁
者
の

率
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い

か
ら
、

政
府
の

強
調
す
る
国

民
皆
兵
な
ど
と
い

う
看
板
と
は
お
よ
そ
か
け
離
れ
て
い

た
の

が
実
情
で

あ
る
。

最

大
の

原
因
は
免
役
者
が
圧
倒
的
に

多
か
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

免
役
規
則
は
す
で

に

み
た
よ
う
に
不
公
平
な
内
容
を
持
っ

て
い

た
が
、

こ

の

規

則
を
巧
み
に

用
い

て
、

な
ん
と
か
徴
兵
を
ま
ぬ
が
れ
よ
う
と
す
る
者
は
跡
を
絶
た

な
か
っ

た
。

人
々

は
「
学
制
」
が
「
奪
子
」
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

徴
兵
は
賦

役
労
働
で

あ
り
、

一

家
の

労
働
の

柱
を
「
御
供
物
」
と
し
て

取
り
あ
げ
る
「
奪

柱
」
と
も
い

う
べ

き
災
難
と
し
て

と
ら
え
て
い

た
の

で

あ
る
（『
明
治
文
化
全
集
』

第
二

〇
巻
所
収
「
開
化
人
口

」
「
文
明
田
舎
問
答
」）。

し
か
も
徴
兵
さ
れ
る
本
人
は
も

ち
ろ
ん
そ
の

家
族
も
、

本
人
が
常
備
兵
と
し
て

入
営
す
れ
ば
、

「
俗
世
間
」
と
ち

が
う
規
律
と
、

厳
し
い

訓
練
に

よ
っ

て

成
り
立
っ

て
い

る
「
軍
隊
社
会
」
で

の

人

間
性
喪
失
の

恐
れ
や
戦
争
＝
生
命
の

危
機
感
な
ど
か
ら
、

徴
兵
忌
避
の
心
情
は
人

々

の

中
に

流
れ
て
い

た
の
で

あ
る
。

だ
か
ら
徴
兵
検
査
不
合
格
の

者
が
、

「
身
祝

い

」
と

称
し

て

祝
宴
を
張
る
風
潮
に

対
し
て
、

神
奈
川
県
参
事
高
木
久
成
の

名

で
、

検
査
不
合
格
者
は
「
柔
弱
」
な
の

だ
か
ら
、

身
祝
い

を
す
る
の

は
、

人
心
を

第12表　神奈川県常備兵徴収人員表（1880年～1893年）

『神奈川県統計書』から

©神奈川県立公文書館



惑
し
、

因
循
の

心
を
お
こ

す
の
で
、

と
ん
で

も
な
い

こ

と
で

あ
る
と
、

戸
長
に

監
督
の

強
化
を

求
め
る
よ
う
な
事
態
も
生
じ
て
い

た
（『
町
田
市
史
』
下
巻
）。

「
徴
兵
懲
役
一

字
の

違
ひ
、

腰
に

サ
ー
ベ

ル

鉄
鎖
」
（
松
下
芳
男
『
徴
兵
令
制
定
史
』）、

と
い

う
歌
は
、

後
年
に

作
ら
れ
た
の

だ
が
、

懲
役
に

行
っ

て
（
犯
罪
を
犯
し
て

）、
徴
兵
を
免
れ
よ

う

と
す
る
者
ま
で

あ
ら
わ
れ
る
始
末
で

あ
っ

た
。

百
八
十
ペ

ー
ジ
の

第
十
二

表
と
百
八
十
一

ペ

ー

ジ
の

第
十
三
表
の
よ
う
に
、

徴
兵
適
齢
者
に

占
め
る
免
役
者
の

比
率
は
、

全
国
で
、

な
ん
と
八

〇
㌫
か
ら
九
〇
㌫
台
で

あ
る
。

神
奈
川
県
を
管
轄
下
と
し
て
い

た
第
一

軍
管
東
京
鎮
台
も
、

同

様
で

あ
る
。

免
役
者
の

ほ
と
ん
ど
が
「
嗣
子
・

承
祖
の

孫
・

養
子
・

相
続
人
」
や
、「
戸
主
」
の

場
合
で

あ
っ

た
。

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
の

免
役
規
定
の

全
面
改
正
で
、

免
役
の

範
囲
が
、

狭
め
ら
れ
た
が
、

徴
兵
該
当
者
は
こ

ぞ
っ

て

免
役
の

理
由
の

で
っ

ち
あ
げ
に
つ

と
め
た
。

年
々

徴
集
に

応
じ
た
一

万
人
余
は
、

免
役
の

口

実
を
つ

く
る
工
夫
が
な
く
、

や
む
を
得
ず
兵
役
に

服

し
た
者
で

あ
る
と
さ
え
み
ら
れ
て
い

た
（
伊
藤
博
文
編
『
兵
制
関
係
資
料

』）。
免
役
の

口

実
の

う

ち
で
、

最
も
多
か
っ

た
の

が
「
家
」
に

関
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

一

八
七
七
年
、

県
で
は
つ

ぎ

の

よ
う
な
「
達
」
を
区
戸
長
ら
に

発
し
て
、

「
分
家
分
藉
」
や
「
相
続
換
」「
帰
藉
」
な
ど
の

安

易
な
願
出
は
、

「
種
々

ノ

不
都
合
ヲ

醸
シ

或
ハ

修
身
方
向
ヲ

過
リ
候
」
と
述
べ

て
、

こ

れ
ら

の

願
出
が
徴
兵
免
役
の

手
立
て
と
な
っ

て
い

る
こ

と
を
十
分
に

知
っ

て
い

た
。

「
分
家
分
藉
致
シ

度
者
ハ

其
職
業
ニ

従
事
シ

独
立
活
計
ノ

見
据
相
立
可
願
出
筈
ノ

処
往
々

一

時
ノ

都
含

第13表　徴兵並びに免役簿人員対照表
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ヲ

以
幼
男
女
等
ヲ

分
家
分
藉
シ

追
テ
生
計
不
相
立
或
ハ

病
身
等
ノ

事
故
ヲ

以
相
続
換
又
ハ

帰

藉
等
願
出
候
者
有
之
右
者
最
初
軽
忽
ニ

取
極
候
ヨ

リ
種
々

ノ

不
都
合
ヲ

醸
シ

或
ハ

修
身
方
向

ヲ

過
リ
候
者
不
少
却
テ
破
産
ノ

基
ニ

付
自
今
分
家
分
藉
致
シ

度
者
ハ

素
ヨ

リ
家
屋
等
ヲ

設
ケ

確
乎
将
来
ノ

目
的
相
立
候
上
出
願
候
様
区
内
無
洩
諭
達
可
致
」

維
新
政
府
が
保
護
し
よ
う
と
し
た
「
家
」
は
、

か
え
っ

て

徴
兵
忌
避
の

と
り
で

と

さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

軍
政
当
局
者
は
、

行
政
解
釈
と
徴
兵
令
の

改
正
で

対
抗
し

た
。

一

八
七
四
（
明
治
七
）
年
の

「
徴
兵
令
参
考
」
と

そ

の

改
訂
、

一

八
七
九
（
明

治
十
二

）
年
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
の

徴
兵
令
の

改
正
な
ど
で
、

免
役
の

わ
く

は
、

次
第
に

せ

ば
め

ら
れ
た
。

そ
れ
で

も
人
々

は
、

あ
の

手
こ

の

手
の

免
役
理
由
を
ひ
ね
り
出
そ
う
と
し
た
。

当
時
、

全
国
的
に

「
徴
兵
免
役
心

得
」、
「
徴
兵
免
否
鑑
定
所
」「
兵
役
問
答
」
と
い

っ

た
た
ぐ
い

の

出
版
物
が
氾
濫
し
、

適
齢
青
年
を
好
餌
に

販
売
さ
れ
て
い

た
と
い

う
（
菊
池
邦
作

『
徴
兵
忌
避
の

研
究
』）。

徴
兵
忌
避
に

用
い

ら
れ
た
手
立
て

は
、

「
家
」
の
こ

と
だ
け
で

な
く
、

「
病
弱
・

不
具
者
」
と
い

う
身
体
的
な
免
役
理
由
の

た

め
に
、

自
分
で

体
を
傷
つ

け
た
り
、

あ
る
い

は
病
気
を
担
造
す
る
な
ど
と
い

う
こ

と
も
あ
っ

た
。

こ

れ
に

は
、

当
時
、

人
々

の

生
活
と
密
着
し
て

医

業
を
営
ん
で
い

た
医
者
が
、

多
分
に

か
か
わ
っ

て
い

た
よ
う
で

あ
る
。

そ
の

た
め
で

あ
ろ
う
、

県
当
局
が
た
び
た
び
、

診
断
書
に
つ

い

て
、

「
雛
形
」

に
よ
る
形
式
の

統
一

と
、

軽
忽
な
発
行
を
厳
し
く
戒
し
め
て
い

た
（『
神
奈
川
県
庁
達
』
一

八
七
七
年
九
月
二
十
九
日
、

十
月
六
日

）。

「
医
業
ノ

者
病
人
へ

診
断
書
ヲ

請
求
候
者
有
之
節
ハ

篤
ト
其
病
症
ヲ

診
察
候
上
ナ

ラ
デ
ハ

軽
忽
ニ

授
與
難
致
ハ

勿
論
ノ

儀
ニ

候
タ
ル

毎
年
徴
兵
ノ

際
兵
役
ヲ

忌
避
セ

ン

ト
ス

ル

者
ヨ

リ
濫
リ
ニ

証
書
ノ

依
頼
ヲ

受
ケ

候
迚
病
症
ノ

軽
重
モ

不
問
容
易
ニ

授
與
シ

甚
シ

キ
ハ

診
察
ヲ
モ

不
致
者
モ

有
之
趣
不
都
合
ノ

至
ニ

候
条
右
等
心
得
違

無
之
様
屹
度
該
営
業
ノ

者
へ

可
相
達
以
旨
相
達
候
事
」

神
奈
川
県
は
、

甲
部
巡
察
使
関
口

隆
吉
が
報
告
し
て
い

る
よ
う
に

徴
兵
令
施
行
以
来
徴
兵
を
忌
避
す
る
も
の

が
多
か
っ

た
（
資
料
編
＝
近
代
・

現
代

⑴
一

〇
三
）。

神奈川県内で発行された徴兵猶
予条項を解説してある『徴兵服
役便覧』　県史編集室蔵
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県
当
局
は
区
戸
長
ら
を
か
い

し
て
、

説
諭
勧
誘
に
つ

と
め
て
、

な
ん
と
か
こ

の

よ
う
な
状
態
か
ら
の

脱
却
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い

た
。

し
か
し
、

そ
の

区
戸
長
ら

は
、

「
現
今
ハ

人
民
ノ

公
選
ナ
ル

カ
故
ニ

、

常
ニ

人
望
ヲ

博
ス

ル
ニ

汲
々

ト

シ
、

却
テ
徴
兵
忌
避
策
ノ

術
ヲ

助
ク

ル

ヲ

之
レ

勤
ム

ル

カ
如
キ
情
ナ
キ
能
ハ

ス

」、

と

陸
軍
当
局
か
ら
糾
弾
さ
れ
る
し
ま
つ

で

あ
っ

た（『
陸
軍
省
沿
革
史
』）。
こ

の

「
徴
兵

忌
避
策
ノ

術
」
が
「
戸
籍
更
正
願
」
で

あ
っ

た
。

そ
の

た
め
、

県
は
郡
区
役
所
や

戸
長
役
場
に

願
書
取
扱
事
務
の

精
密
な
実
施
を
、

し
ば
し

ば
指
導
し

て

い

る

（『
神
奈
川
県
布
達
』一
八
八
一

年
十
月
六
日
、

八
二
年
四
月
二

十
一

日

）。

そ
し
て
、

「
戸

籍
点
検
」、
「
戸
籍
照
較
」、
「
質
問
」、
「
送
籍
地
調
査
」
の

四
つ

の

手
順
か
ら
な
る

「
徴
兵
下
検
査
手
続
」
を
決
め
、

兵
事
課
を
新
設
し
、

徴
兵
事
務
官
を
町
村
に

巡

回
さ
せ
る
な
ど
の

取
締
方
法
を
設
け
て
、

「
且
ツ

説
諭
勧
誘
等
ニ

力
ヲ

尽
ク
セ

ル

ヲ

以
テ
忌
避
ス

ル

モ

ノ

漸
ク

減
少
ス

ル

ノ

状
況
ナ
リ
」
と
い

う
と
こ

ろ
ま
で
こ

ぎ
つ

け
て
い

た
。

し
か
し
、

そ
れ
で

も
「
予
メ

老
衰
死
ニ

近
キ
輩
ヲ

分
家
セ

シ

置
キ
、

其
死
ヲ

待
テ
死
後
養
子
ト
ナ
シ
、

又
ハ

絶
家
再
興
ノ

名
ヲ

以
テ
免

役
ヲ

謀
ル

徒
、

猶
未
少
カ
ラ
ス

」（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

〇
三

）
と
巡
察
使
の

関
口

が
書
い

て
い

る
よ
う
に
、

免
役
率
は
ま
だ
七
〇
㌫
以
上
に

も

な
っ

て
い

た
。

こ

の

よ
う
な
合
法
的
な
免
役
手
段
の

ほ
か
に
、

自
ら
姿
を
く
ら
ま
し
て

徴
兵
を
免
れ
る
た
め
に
、

か
な
り
の

者
が
、

徴
兵
検
査
時
に

失
跡
・

逃
亡
し
て
い

る
。

第
十
五
表
に

よ

る
と
、

一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
の

全
国
に
お
け
る
逃
亡
・

不
参
者
は
徴
兵
適
齢
者
の

九
・

九
七
㌫

（
約
三
万
五
千
六
百
六
十
七
人

）
で
、

神
奈
川
県
で

は
、

一

〇
・

六
九
㌫
に

も
達
し
て
い

る
。

失
踪
・

逃
亡
者
は
、

全
国
に

指
名
手
配
を
う
け
、

つ

か
ま

第15表　神奈川県下の徴兵忌避者数
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れ
ば
翌
年
は
先
入
兵
と
し
て

ま
っ

先
に

服
役
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

ま
た
、

そ
の

責
任
は
、

家
族
や
戸
長
ら
に

ま
で

の

し
か
か
る
の

で

あ
っ

た
。

あ
る
い

は
、

常
備
兵
と
し
て

入
営
し
た
者
も
、

塀
を
高
く
し
て
、

ま
る
で

懲
役
場
の

よ
う
で

あ
っ

た
と
い

わ
れ
る
営
舎
か
ら
逃
亡
す
る
者
も
出

て
い

た（『
川
崎
市
史
』『
町
田
市
史
』
下
巻
『
藤
沢
市
史
』
第
三
巻
）。
こ

の

よ
う
な
、

徴
兵
を
免
れ
よ

う
と
す
る
個
人
的
な
忌
避
行
為
は
、

こ

の

時
期
、

国
庫
は
二

万
人
以
上
の

兵
員
を
養
う
に

た
え
な
い

状
態
に
あ
る
と
い

う
意
見
も
あ
っ

た
か

ら
（『
兵
制
関
係
資
料
』）、
む
し
ろ
結
果
的
に
は
強
制
徴
兵

を
確
立
す
る
過
程
で

抵
抗
力
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
に

な
っ

た
と
も
い

え
る
（『
講
座
日
本
歴
史
』4

）。

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
九
月
二
十
一

日
、

県
は
、

「
郡
区
兵
事
会
準
則
」
を
定
め
、

徴
兵
事
務
の

み
な
ら
ず
、

在
郷
軍
人
の

取
り
扱
い
、

行
軍

演
習
の

思
想
、

兵
役
者
家
族
慰
労
策
な
ど
、

兵
事
万
般
に

わ
た
る
施
策
を
着
々

と
進
め
て
い

た
（『
神
奈
川
県
布
達
』一
八
八
五
年
九
月
二
十
一

日

）。

三
　
西
南
戦
争
と
県
民

台
湾
出
兵

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
五
月
、

明
治
維
新
政
府
は
台
湾
に

出
兵
を
決
行
し
た
。

こ

れ
は

琉
球
帰
属
問
題
を
か
ら
め
て
、

一

八
七
一

年
に

琉
球
諸
島
の

船
が
台
湾
に

漂
着
し
た
時
の

乗
組
員
の

殺
害
、

一

八
七
三
年
に

岡
山
県
の

漁
民
が
、

同
地
で

略
奪
さ
れ
た
こ

と
な

ど
を
理
由
と
し
て
い

た
。

八
月
十
五
日
、

陸
軍
省
は
「
達
」
を
も
っ

て

府
県
に
こ

の

年
の

徴
兵
補
充
兵
に

す
べ

て

入
営
す
る
こ

と
を
指
令
し
、

さ
ら

に

十
五
日
に

は
、

臨
時
徴
兵
の

た
め
、

徴
兵
連
名
簿
と
免
役
連
名
簿
の

差
し
出
し
を
、

十
五
日
間
と
い

う
期
限
つ

き
で

命
じ
た
。

こ

の

時
の

神
奈
川

県
内
の

徴
兵
は
、

二
百
六
人
で
、

常
備
兵
百
十
三
人
、

補
充
兵
は
九
十
三
人
で

あ
っ

た
。

十
月
に

常
備
兵
・

補
充
兵
の

う
ち
歩
兵
は
佐
倉
、

宇
都
宮

の

営
所
へ

、

工
兵
は
東
京
本
営
に

入
所
し
た
。

こ

の

月
イ
ギ
リ
ス

公
使
の

あ
っ

せ
ん
で
、

清
国
と
の

和
議
が
成
立
し

た

た
め
、

「
今
般
詮
議
ノ

次
第

有
之
」
と
い

う
こ

と
で
、

臨
時
徴
兵
の

う
ち
補
充
兵
に

か
ぎ
り
解
隊
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

と
こ

ろ
で

二
百
六
人
の

臨
時
徴
募
兵
の

う
ち
、

百
八
十
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一

人
は
、

「
志
願
ノ

者
ニ

係
ル

」
者
で

あ
っ

た
（『
神
奈
川
県
史
料
』
第
一

巻
）。

徴
兵
免
役
者
と
失
踪
・

逃
亡
者
が
多
く
出
て
、

県
官
の

頭
を
悩
ま
し

て
い

た
こ

の

時
期
、

志
願
兵
の

持
つ

意
味
は
、

徴
兵
制
度
は
、

農
家
の

次
、

三
男
な
ど
社
会
の

相
対
的
過
剰
人
口

を
対
象
に

し
た
強
制
募
兵
制
度
で

は
あ
っ

た
が
、

免
役
、

失
踪
・

逃
亡
な
ど
の

状
況
か
ら
い

っ

て
、

台
湾
出
兵
時
に

志
願
し
た
徴
募
兵
は
、

旧
小
田
原
藩
の

藩
士
の

人
た
ち
が
多
か
っ

た
の
で

は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ

れ
を
西
南
戦
争
の

時
の

旧
小
田
原
藩
の

藩
士
動
向
か
ら
さ
ぐ
っ

て

み
よ
う
。

西
南
戦
争
と
県
民

一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
二

月
西
南
戦
争
が
ぼ
っ

発
し
た
。

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
の

政
府
部
内
の

征
韓
論
分
裂
以
後
、

西

郷
隆
盛
ら
は
下
野
し
て

鹿
児
島
に

帰
り
、

私
学
校
（
篠
原
国
幹
の

主
宰
す
る
銃
隊
学
校
と
村
田
新
八
の

砲
隊
学
校
か
ら
な
る

）
を
中

心
に

子
弟
を
養
成
し
て
い

た
。

鹿
児
島
で

は
士
族
の

支
配
体
制
が
続
い

て

い

て
、

維
新
政
府
の

諸
改
革
（
学
制
・

徴
兵
制
・

地
租
改
正

）
を
は
じ
め
と

す
る
「
開
明
的
諸
政
策
」
や
、

秩
禄
処
分
、

廃
刀
令
な
ど
の

士
族
解
体
策
に

反
対
し
、

政
府
に

不
平
と
不
満
を
抱
い

て
い

た
。

西
郷
ら
は
私
学
校
の

生
徒
に

擁
さ
れ
て
、

挙
兵
し
、

熊
本
鎮
台
を
攻
撃
し
た
。

政
府
は
直
ち
に

徴
兵
令
に

よ
る
軍
隊
を
派
遣
し
た
。

西
南
戦
争
の

県
民
と

の

か

か

わ
り

は
、

ま
ず
、

二

月
十
九
日
、

県
令
野
村
靖
は
、

県
下
に

次
の

よ
う
な
「
達
」
を
出
し
て
い

る
。

「
鹿
児
島
県
下
暴
徒
兵
器
ヲ

携
ヒ

熊
本
県
下
へ

乱
入
反
蹟
顕
然
ニ

付
征
討
被
仰
出
候
ニ

付
テ
ハ

管
下
ニ

於
テ
自
然
逆
徒
遁
逃
又
ハ

潜
匿
可
致
哉
モ

難
斗
ニ

付
厳
重

取
締
致
シ

若
怪
敷
モ

ノ

徘
徊
候
ハ

、

速
ニ

取
　
置
摸
寄
警
察
署
へ

被
報
知
候
様
可
致
候
此
旨
相
違
候
事
」

さ
ら
に
二
十
四
日
に
は
、

旅
客
の

取
締
り
を
、

一

層
厳
密
に

す
る
こ

と
を
旅
客
渡
世
の

者
（
旅
客
営
業
者
）
に

伝
え
る
こ

と

を
区
戸
長
に

命
じ
て

い

る
。

同
じ
く
こ

の

日
、

第
二

後
備
軍
の

臨
時
召
集
の

号
令
が
か
け
ら
れ
、

三
日
後
の

二

十
七
日
ま
で

に

川
崎
駅
へ

集
合
す
る
こ

と
を
、

在
郷
の

諸

兵
に

急
い

で

通
知
す
る
よ
う
に
と
の

「
県
達
」
が
出
さ
れ
て
い

る
。

六
月
十
一

日
に
は
、

四
月
に
い

っ

た
ん
、

「
本
年
徴
兵
合
格
者
中
身
幹
五
尺
未
満

之
者
時
宜
採
用
」
の

予
定
が
、

常
備
・

補
充
兵
で

徴
員
が
満
た
さ
れ
た
と
し
て
、

五
尺
未
満
の

者
の

「
解
放
」
を
宣
言
し
て
お

き
な
が
ら
、

「
今
般

詮
議
之
次
第
有
之
」
と
い

う
理
由
で

「
更
ニ

召
集
相
成
候
義
モ

可
有
之
」
と
言
っ

て
の

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ほ
ど
、

戦
況
は
政
府
に
と
っ

て

困
難
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な
事
態
で

あ
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

さ
ら
に
、

八
月
二
日
に
は
、

こ

の

「
身
幹
五
尺
未
満
」
の

補
充
兵
が
入
営
を
命
じ
ら
れ
る

の

で

あ
る
（『
神
奈
川
県
布
達
』
一

八
七
七
年
二
月
二

十
四
日
、

四
月
二
十
五
日
、

六
月
十
一

日
、

七
月
二

十
日

）。

入
営
時
に

病
気
な
ど
の

理
由
で

入
営
を
延
期

し
た
者
は
、

規
定
で

は
、

六
十
日
経
過
し
て

も
入
営
で

き
な
い

時
は
翌
年
回
し
と
な
る
の

で

あ
る
が
、

こ

の

年
に

か
ぎ
っ

て
、

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
入
営
延
期
の

理
由
が

な
く
な
っ

た

ら
、

す
ぐ
に

届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

政
府
＝

県
は
、

士
族
反
乱
の

鎮
圧
に

躍
起
で

あ
り
、

そ
の

た
め
新
し
い

軍
事
力
の

実
力
を
証
明
す
る
の

に

懸
命
だ
っ

た
。

そ
れ
で

も
、

ま

だ
「
武
力
」
が
不
足
し
て
い

た
の
で
、

警
視
局
は
、

旧
士
族
を
臨
時
に

召
募
し
て

「
新
撰
旅

団
」
を
編
成
す
る
。

五
月
二

十
一

日
、

こ

れ
を
受
け
て
、

旧
小
田
原
藩
士
族
に

対
し
て

志
願

者
を
募
る
。

警
視
局
の

係
員
も
出
張
し
て

来
る
が
、

応
じ
た
者
は
、

三
十
人
ほ
ど
に

す
ぎ
な

か
っ

た
。

こ

の

理
由
は
「
旧
藩
士
ノ

門
閥
聊
人
望
ア
ル

者
異
論
ヲ

唱
へ

」
た
か
ら
で

あ
る
と

さ
れ
て
い

る
（『
神
奈
川
県
史
料
』
第
一

巻
）。

旧
藩
士
が
少
な
い

の

に

く
ら
べ

て
、

「
農
商
等
ノ

召
募
ニ

応
ス

ル

者
」
は
六
十
人
と
、

二

倍
も
多
か
っ

た
。

戦
は
激
戦
を
き
わ
め
た
が
、

「
農
民
兵
士
集
団
」
と

や
ゆ

さ
れ
た
近
代
的
軍
隊
の

勝
利
を
も
っ

て
、

九
月
二

十
四
に

西
南
戦
争
は
終
結
し
た
。

こ

の

戦
争
に

従
軍
し
た
県
民
の

実
数
は
明
ら
か
で

な
い

が
、

戦
病
死
者
は
百
四
十
八
人
、

負
傷
者
は
八
十
五
人
で

あ
っ

た
。

負
傷
者
に

下
賜
さ
れ
る

は
ず
の

恩
給
も
、

「
即
今
実
践
難
相
成
」
と
い

う
こ

と

で
、

働
き
損
の

感
も
あ
っ

た
（『
神
奈
川
県
布
達
』
一

八
七
七
年
八
月
三
十
日

）。

こ

の

布
達
が
出
さ
れ
る
一

週
間
前
の

八
月
二

十
三
日
夜
、

東
京
板
橋
に

あ
る
近
衛
砲
兵
大
隊
の

兵
士
数
百
名
は
、

軍
隊
内
の

待
遇
改
善
を
要
求
し

て
、

一

せ
い

に

蜂
起
し
て

皇
居
に

押
し
か
け
た
。

い

わ
ゆ
る
「
竹
橋
事
件
」
で

あ
る
。

こ

の

事
件
の

直
接
の

原
因
は
、

前
年
の

西
南
戦
争
の

恩
賞
問

第16表　西南戦争従軍死亡者・負傷者数
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題
や
、

給
与
の

切
下
げ
な
ど
の

待
遇
問
題
か
ら
生
じ
た
。

こ

の

蜂
起
は
、

反
乱
の

指
揮
を
と
る
と
さ
れ
て

い

た
岡
本
少
佐
の

裏
切
り
な
ど
も
あ
っ

て
、

簡
単
に

鎮
圧
さ
れ
た
が
、

事
件
の

連
累
者
は
、

自
殺
一

人
、

銃
殺
五
十
五
人
、

准
流
十
年
以
下
の

有
罪
三
百
三
十
一

人
（
将
校
八
、

下
士
二

十
七
、

兵
士
二
百
九
十
六

）
あ

わ
せ
て

三
百
八
十
七
人
に

も
の

ぼ
り
、

日
本
軍
政
史
上
最
大
の

反
乱
事
件
で

あ
っ

た
。

五
十
五
名
の

処
刑

者
の

中
に
、

二

人
の

神
奈
川
県
出
身
者
が
い

た
。

橘
樹
郡
箕
和
村
（
現
在

横
浜
市
）
出
身
の

小
島
万
助
と
、

大
住
郡
粕
屋
村
（
現
在

伊
勢
原
市
）
出
身
の

近
藤
祖
舟
（
あ
る
い

は
祖
丹
）
で

あ
る
。

小
島
万
助
は
、

事
件

の

最
高
首
謀
者
の
一

人
と
し
て

死
刑
を
宣
告
さ
れ
執
行
さ
れ
て
い

る
。

小
島
万
助
は
、

軍
隊
内
の

非
合
理

的
な
待
遇
に

た
い

す
る
日
常
的
な
不
平
不
満
だ
け
で

な
く
、

徴
兵
制
度
そ
の

も
の

に

対
す
る
批
判
と
い

う

観
点
か
ら
事
件
に

参
加
し
た
と
「
口

供
」
し
て
い

る（
大
畑
哲
「
竹
橋
事
件
と
神
奈
川
」『
倫
社
・

政
経
研
究
』
十

二

号
）。

西
南
戦
争
の

鎮
圧
に

力
を
発
揮
し

た

徴
兵
軍
隊
で

あ
っ

た
が
、

大
き
な
矛
盾
を
か
か
え
て

い

た

わ
け
で

あ
る
。

徴
兵
免
役
の

風
潮
が
は
び
こ

る
な
か
で
、

政
府
＝
県
は
、

徴
兵
の

実
を
あ
げ
よ
う
と
し
て

着
々

と
施
策
を
打
ち
出
し
て
い

た
が
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
代
の

後
半
か

ら
は
、

「
徴
兵
報
労
義
会
」
や
「
兵
事
会
」「
兵
事
報
労
会
」
な
ど

が
、

郡
・

県
の

行
政
指
導
の

下
に

町
や
村
、

あ
る
い

は
郡
を
単
位
と
し
て

設
立
さ
れ
る
な
ど
、

町
や
村
を
あ
げ
て

徴
兵
制
度
を
支
え
る
方
針
を
か
か

げ
、

徴
兵
軍
隊
を
社
会
に

根
づ
か

せ

よ

う
と
し
て
い

っ

た
（「
明
治
十
七
年
一

月
照
会
留
」
曽
根
田
家
文
書
、

「
一

八
八
八
年
神
奈
川
県
公
報
」）。

こ

れ
ら
の

施
策
は
、

日
清
・

日
露
の

二
つ

の

対
外
戦
争
を
経
て
、

国
家
主
義
教
育
の

定
着
化
と
あ
い

ま
っ

て
、

社
会
に

広
ま
っ

て
い

っ

た
。
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